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【改訂】第 2 版（2010-03-23）
【科目】分子生物学特論
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】後期・1 単位
【対象学科・専攻】環境工学専攻・学年共通
【担当教員】

大和田 恭子

【授業目標・教育方針】
・分子生物学の概念と基礎知識を理解する。
・遺伝子の取り扱いについての基礎技術を学び、遺伝子工学の基礎を説明できるようになること。
・急速に進歩している分子生物学のトピックスについて知識を身につけ、技術と社会問題について考察できるように
なること。

【授業概要】
本科目の総授業時間数は 22.5 時間である。
授業時間ごとにテーマを設定し、理解を深めるため関連した問題を解く。
基本となる知識や理解度を確かめながら講義を進める。

【教科書・教材・参考書 等】
参考書：遺伝子の分子生物学：ワトソン：東京電気大学出版局：4-501-62120-6
参考書：遺伝子工学の基礎：野島　博：東京化学同人：4-8079-0441-8
参考書：遺伝子工学概論：魚住　武司：コロナ社：4-339-06702-6

【メッセージ】
・授業を休まないこと
・ノートをしっかりとること
・疑問点などはその場で質問すること

【成績評価方法】
［後期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【授業計画】（授業名：分子生物学特論）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 分子生物学と社会 現代の分子生物学と社会の関わりについて
第 2 回 遺伝子の構造 遺伝子の構造、 塩基配列決定方法
第 3 回 遺伝子工学の基礎 制限酵素、修飾
第 4 回 遺伝子工学の基礎 形質転換、宿主ベクター系の概要
第 5 回 遺伝子検出方法 PCR の基礎と応用
第 6 回 遺伝子クローニング クローニングの概要
第 7 回 遺伝子クローニング RT-PCR、サブトラクション法
第 8 回 テスト
第 9 回 遺伝子発現解析 遺伝子組換えによる発現解析
第 10 回 ミトコンドリア DNA ミトコンドリアが固有の DNA やリボソームを保有し

ているのは何故か。細胞核 DNA とのちがいは何か。
第 11 回 植物のバイオテクノロジー 遺伝子組換え作物
第 12 回 RNAi RNAi の分子機構と応用
第 13 回 幹細胞 ES 細胞、iPS 細胞
第 14 回 遺伝子診断・遺伝子治療 診断技術の実際・遺伝情報の取り扱いについて
第 15 回 まとめ 全体のまとめ、質疑応答

- 1 -


